
                                     

 
 
テストの解き直しをしよう 

 

さくら校 

　三　輪　雄　大 

 

１．解き直しは成績を伸ばすチャンス 

　定期テストが返ってくると、つい点数ばかり気にして終わらせて 

しまいがちです。しかし、本当に力をつけたいなら、返却後すぐの 

「解き直し」が肝心です。間違えたまま放っておくと、次回も同じミスをする可能性が高いです。
だからこそ、テスト後は「できなかった」を「できる」に変えるチャンスととらえて、丁寧に振り
返ることが大切です。 

 

２．効果的な解き直しのステップ 

　テスト直後は、まず、間違えた問題にしっかり向き合うことが大事です。答案用紙を見て、「な
ぜ間違えたのか」を考えましょう。次に、一度解き直しを行いましょう。ただ答えを写すのではな
く、解法を思い出して自分で解くことが重要です。やり直して正解だった問題は、気をつければで
きたはずの問題です。しかし、もし途中で解法がわからなくなったときは、教科書やワーク、解答

解説を確認して、「なぜこの解法になるか」を意識して読み込みましょう。
解き方を理解したら、再び自分で解きましょう。 

　また、すべての間違えた問題をやり直す必要はありません。重要度の高
い問題（教科書やワークで出題されている問題やそれに似た問題）を中心
に取り組むと効率的です。解き直しノートを作るのもおすすめです。問題
・間違いの原因・解き直した答えなどをきちんと記録しておくと、後で見
返したときに自分の弱点がはっきりとわかります。 

 

３．解き直しを習慣化しよう 

　最後に、解き直しは「一回きり」で終わらせず、習慣化することをお 

すすめします。友達や家族と一緒に進めたり、曜日を決めたり、進み具 

合を記録するなどの工夫をすると、継続しやすくなります。「継続は力 

なり」というように、小さな努力を重ねることが成功、つまり成績アッ 

プにつながります。一緒に頑張りましょう。 
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 If you can dream，you can do it! 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
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自己学習能力の育成
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Ｑ 
 

２
０
２
６
年
度
を
迎
え
、
開
倫
塾
は
体

制
を
一
新
、
充
実
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
・
デ

ジ
タ
ル
・
通
信
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
で
す
ね
。 

Ａ　

(

林
明
夫
。
以
下
省
略)

 

　

開
倫
塾
が
選
び
に
選
ん
だ
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
小
学
生
用
・
中
学
生
用
・
高
校
生
用
と
、

２
０
２
６
年
度
に
向
け
勢
揃
い
し
ま
し
た

の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
十
分
ご
活
用
く

だ
さ
い
。 

(

１)

駿
台(

す
ん
だ
い)

ダ
イ
バ
ー
ス 

(

高
１
～
高
３)

 

〇
開
倫
塾
は
、
有
名
・
難
関
大
学
受
験

の
名
門
、
駿
台
予
備
校
と
業
務
提
携
。 

〇
大
学
受
験
生
の
高
３
を
中
心
に
、
高

１
、
高
２
の
皆
様
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン

講
座
が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。 

〇
全
教
科
責
任
指
導
で
す
。 

(

２)

Ｂ
Ｂ
Ｙ(

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
予
備
校)

 
(

高
１
～
高
３)

 

〇
親
切
・
て
い
ね
い
な
映
像
授
業
で
大

学
入
試
「
一
般
選
抜
」
や
「
共
通
テ

ス
ト
対
策
」
ま
で
、
高
１
か
ら
全
教

科
指
導
。 

(

３)

フ
ォ
レ
ス
タ
プ
ラ
ス 

(

中
１
～
高
３)

 

〇
高
１
～
高
３
ま

で
学
校
の
全
教

科
の
定
期
テ
ス

ト
対
策
を
徹
底

的
に
指
導
。 

〇
「
内
申
対
策
」

に
直
結
し
ま
す

の
で
、
「
大
学

入
試
学
校
推
薦

型
選
抜
」
受
験

希
望
者
に
最
適

で
す
。 

(

４)

Ａ
Ｉ
ス
ト
ラ
イ
ク 

(

中
１
～
高
３)

 

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
映
像
授
業
で
、

全
５
教
科
、
わ
か
り
や
す
い
指
導
。 

〇
中
１
～
高
３
ま
で
全
教
科
の
質
問
に

も
す
べ
て
お
答
え
し
ま
す
の
で
、
安

心
で
す
。 

(

５)

Ｇ
ｅ
Ｔ(

ゲ
ッ
ト)

 
(

中
１
～
高
３)

　

 

〇
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
。
オ
ン
ラ
イ
ン

で
英
会
話
に
挑
戦
し
ま
し
ょ
う
！ 

         (

６)

Ｄ
Ｏ
Ｊ
Ｏ(

ド
ー
ジ
ョ
ー)

 
(

小
１
～
小
６)

 

〇
Ｄ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
は
英
国
算
の
基
礎
力
充
実

を
目
指
し
ま
す
。 

〇
「
英
語
は
英
単
語
」「
国
語
は
漢
字
」

「
算
数
は
計
算
」
に
特
化
し
た
練
習

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
の
で
、
必
ず
実
力

が
身
に
つ
き
ま
す
。 

(

７)

ベ
ネ
ッ
セ
・
読
み
書
き
英
文
法 

(

小
１
～
小
６)

 

〇
通
信
教
材
の
ベ
ネ
ッ
セ
が
英
検
３
級
合

格
を
目
指
す
小
学
生(

中
学
生
も
Ｏ
Ｋ)

の
た
め
に
総
力
を
挙
げ
て
開
発
し
た

「
英
語
の
読
み
・
書
き
・
英
文
法
」

に
特
化
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。 

〇
テ
キ
ス
ト
を
ラ
イ
ト
ペ
ン
で
な
ぞ
る

と
、
楽
し
く
わ
か
り
や
す
く
、
親
切

こ
の
上
な
い
「
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン(

説

明)

」
を
ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ン
で
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
何
回
も
重
ね
て
説
明

を
聞
き
、
発
音
練
習
、
問
題
練
習
を

繰
り
返
し

ま
す
。
英

検
５
級
レ

ベ
ル
か
ら

英
検
３
級

レ
ベ
ル
ま

で
確
実
に

英
語
力
が

身
に
つ
き

ま
す
。 

(

８)

開
倫
塾
の
す
べ
て
の
校
舎
は
、
通
信

制
高
校
、
慶
風
高
校
の
サ
ポ
ー
ト
校
で

す
。
希
望
に
よ
り
週
２
～
４
回(

１
回
50

分)

の
通
塾
で
毎
月
提
出
の
レ
ポ
ー
ト
作

成
を
サ
ポ
ー
ト
。
定
期
テ
ス
ト
、
本
部

和
歌
山
で
の
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
経
て
、

高
校
卒
業
資
格
が
付
与
さ
れ
ま
す
。 

〇
開
倫
塾
で
、
先
生
方
の
就
業
時
間
内

で
あ
れ
ば
、
自
学
自
習
が
可
能
で
す
。 

 

Ｑ　

ど
の
よ
う
に
申
し
込
め
ば
よ
い
の
で
す

か
。 

Ａ　

(

１)

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
開
倫
塾

の
全
校
舎
で
行
わ
れ
て
い
る
「
個
別

指
導
」
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。 

(

２)

開
倫
塾
の
各
校
舎
の
校
長
先
生
、

ま
た
は
、
個
別
指
導
担
当
責
任
者
の

先
生
に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

(
３)
い
つ
か
ら
で
も
受
講
で
き
ま
す
。 

 

Ｑ　

最
後
に
一
言
ど
う
ぞ
。 

Ａ　

(

１)

開
倫
塾
で
は
す
べ
て
の
塾
生
の
皆

様
に
「
自
覚
を
も
っ
て
学
ぶ
こ
と
」「
効

果
の
上
が
る
学
習
方
法
、
例
え
ば
『
学

習
の
３
段
階
理
論
』
を
身
に
つ
け
る

こ
と
」「
辞
書
・
新
聞
・
読
書
・
図
書

館
を
活
用
し
、
読
解
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
」
を
強
く
お
す
す
め
し
て
い

ま
す
。 

(

２)

特
に
「
受
験
学
年(

高
３
、
中
３
、

小
６)

」
と
「
受
験
１
年
前
学
年(

高

２
、
中
２
、
小
５)

」
の
塾
生
の
皆
様

に
は
、「
受
験
生
と
し
て
の
自
覚
」
を

も
っ
て
学
ぶ
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。 

(

３)

一
番
大
切
な
の
は
、
授
業
や
自
学

自
習
で
一
度
勉
強
し
た
こ
と
を
「
復

習
」
す
る
こ
と
で
す
。
十
分
「
理
解
」

し
た
内
容
は
「
音
読(

発
音)

練
習
」「
暗

唱
」
「
書
き
取
り
練
習
」
「
計
算
・
問

題
練
習
」
を
繰
り
返
し
、
ス
ミ
か
ら

ス
ミ
ま
で
正
確
に
覚
え
ま
し
ょ
う
。 

〇
大
切
な
こ
と
は
、
自
分
な
り
の
「
ま

と
め
ノ
ー
ト
」
を
つ
く
り
、「
深
く
理

解
」
、
「
学
ん
だ
こ
と
を
自
分
の
こ
と

ば
で
い
え
る(

表
現
・
説
明
で
き
る)

」

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！ 

〇
開
倫
塾
の
「
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
と
「
セ
ミ
ナ
ー
授
業
」「
個
別
指

導
」
を
十
分
活
用
し
、「
多
様
な
選
択

肢
の
あ
る
人
生
」
を
目
指
し
て
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
希
望
し
ま
す
。 

               
 宇

都
宮
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
客
員
教
授 

作

新

学

院

大

学

客

員

教

授 
 (

)

　　林 明夫塾長からのメッセージ　　
  

　

 
  

開
倫
塾
の
オ
ン
ラ
イ
ン(

デ
ジ
タ
ル
・
通
信)

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
大
活
用
を 

　
　
　

―
小
１
～
高
３
ま
で
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
― 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
倫
塾　

塾
長  

林　
　
　

明　
　

夫　
　
　

 

 
開倫塾教育講演会シリーズ○300   
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高
根
沢
校
校
長 

谷
田
貝 

友 

紀 
 

１
．
お
す
す
め
の
学
習
方
法
は 

皆
さ
ん
は
、
《
学
習
効
果
＝
本
人
の
自
覚×

学
習
方
法×

学
習
時
間
》
と
い
う
式
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
第
一
志
望
校
合
格
や

学
校
成
績
（
校
内
順
位
）
大
幅
ア
ッ
プ
、
そ
し

て
、
検
定
合
格
に
必
要
な
も
の
で
す
。 

今
回
は
、
式
の
一
つ
で
あ
る｢
学
習
方
法｣

に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。 

 ２
．｢

理
解｣

と
は 

　

開
倫
塾
で
は
、｢

学
習
の
３
段
階
理
論｣

を
提

唱
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
学
習
を｢

理
解｣｢

定

着｣｢

応
用｣

の
３
段
階
に
分
け
、
各
段
階
の
学
習

方
法
を
具
体
的
に
示
し
た
も
の
で
す
。 

ま
ず
、｢

理
解｣

と
は
、
今
学
ん
で
い
る
内
容

に
つ
い
て
、｢

う
ん
な
る
ほ
ど
と
、
よ
く
わ
か
る

こ
と
。
納
得
す
る
こ
と
。
腑(

ふ)

に
落
ち
る
こ

と｣

で
す
。
で
は
、｢

理
解｣

す
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
授
業
で
学

習
内
容
を｢

理
解｣

す
る
た
め
に
は
、
①
遅
刻
・

欠
席
・
早
退
を
し
な
い
、
②
居
眠
り
・
ス
マ
ホ

・
ゲ
ー
ム
・
よ
そ
見
・
お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
い
、

③
手
を
机
の
上
に
置
き
、
先
生
の
目
や
口
元
を

見
て
、
一
語
一
句
聞
き
逃
さ
な
い
よ
う
に
真
剣

に
授
業
に
臨
む
、
④
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
や

理
解
で
き
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
先
生
の
許

可
を
得
て
質
問
す
る
、
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

復
習
で
の｢

理
解｣

で
は
、
①
そ
の
日
に
学
ん
だ

こ
と
を
、
も
う
一
度
勉
強
し
直
す
、
②
教
科
書

・
テ
キ
ス
ト
・
ノ
ー
ト
を
も
う
一
度
ゆ
っ
く
り

読
み
直
し
、
ど
の
よ
う
な
意
味
や
内
容
か
を
考

え
る
、
③
計
算
や
問
題
は
も
う
一
度
ノ
ー
ト
に

解
き
直
す
、
④
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
解
答
に
な
る

か
を
考
え
る
、
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

３
．｢

定
着｣

と
は 

　

次
に
、｢

定
着｣

で
す
。｢

定
着｣

と
は
、｢

理
解

し
た
内
容
を
正
確
に
身
に
着
け
る
こ
と｣

で
す
。

（｢

学
習
の
３
段
階
理
論｣

で
は
、｢

定
着｣

と
関

連
づ
け
て｢

身
に
着
け
る｣

と
表
記
し
て
い
ま

す
。）
せ
っ
か
く｢

理
解｣

し
た
こ
と
も
、
き
ち
ん

と｢

定
着｣

さ
せ
て
い
な
い
と
、
す
ぐ
に
忘
れ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。 

そ
こ
で
開
倫
塾
で
は
、｢

定
着｣

さ
せ
る
た
め

に
①
音
読
練
習
、
②
書
き
取
り
練
習
、
③
計
算

・
問
題
練
習
の
三
つ
を｢

定
着
の
た
め
の
３
大
練

習｣

と
し
て
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。 

①｢

音
読
練
習｣

と
は
、
教
科
書
や
テ
キ
ス
ト
、

一
度
解
い
た
問
題
や
解
答
解
説
を
、
ス
ラ
ス
ラ

と
よ
く
読
め
る
よ
う
に
な
る
ま
で
、
声
に
出
し

て
読
む
練
習
の
こ
と
で
す
。
で
き
れ
ば
暗
唱
で
き

る
ま
で
何
度
も
声
に
出
し
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。 

②｢

書
き
取
り
練
習｣

と
は
、
音
読
練
習
を
し

て
ス
ラ
ス
ラ
と
よ
く
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
内

容
を
、
書
き
順
も
含
め
て
正
確
に
書
け
る
よ
う

に
な
る
ま
で
書
く
練
習
を
す
る
こ
と
で
す
。
近

年
で
は
、
思
考
力
や
判
断
力
を
求
め
る
問
題
も

数
多
く
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
基
礎
基
本
と

な
る
知
識
が
な
け
れ
ば
考
え
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
に
、｢

音
読
練
習｣

と｢

書
き
取

り
練
習｣

を
し
て
、
知
識
を
身
に
着
け
る
こ
と
が

大
事
に
な
り
ま
す
。 

③｢

計
算
・
問
題
練
習｣

と
は
、
な
ぜ
そ
の
よ

う
な
解
答
に
な
る
の
か
が
よ
く｢

理
解｣

で
き
た

計
算
や
問
題
を
、
見
た
瞬
間
に
条
件
反
射
で
正

解
が
出
る
ま
で
、
何
回
も
練
習
を
繰
り
返
す
こ

と
で
す
。
こ
う
す
る
と
、
試
験
で
初
見
の
問
題

を
解
い
た
り
、
じ
っ
く
り
考
え
る
問
題
の
時
間

を
増
や
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

 

４
．｢

応
用｣

と
は 

　

最
後
に
、｢

応
用｣

で
す
。｢

応
用｣

と
は
、
定

期
試
験
で

点
満
点
を
取
る
こ
と
、
入
試
や
検

100

定
試
験
で
合
格
点
を
取
る
こ
と
で
す
。｢

理
解｣

と｢

定
着｣

で
示
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
試
験
範

囲
の
学
校
教
科
書
・
学
校
問
題
集
（
ワ
ー
ク
）・

学
校
教
材
（
プ
リ
ン
ト
や
単
元
テ
ス
ト
な
ど
）・

授
業
ノ
ー
ト
を
す
み
か
ら
す
み
ま
で
覚
え
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
入
試
や
検
定
試
験
で
は
過
去

問
を
５
～
６
年
分
し
っ
か
り
解
き
ま
し
ょ
う
。 

　

以
上
の｢

学
習
の
３
段
階
理
論｣

を
身
に
着
け
、

自
覚
を
も
っ
て
長
時
間
学
習
に
励
み
ま
し
ょ
う
。

き
っ
と
学
習
効
果
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
挑

戦
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

黒
磯
校
校
長 鈴　

木　

佳　

孝 

　
　
　

 

１
．
言
葉
を
調
べ
る
た
め
の
身
近
な
道
具 

　

私
た
ち
は
毎
日
、
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
使
っ

て
生
活
し
て
い
ま
す
。
授
業
で
新
し
い
言
葉
を

習
う
と
き
、
本
を
読
ん
で
わ
か
ら
な
い
言
葉
が

出
て
き
た
と
き
、
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
い
た
言
葉
の

意
味
を
知
り
た
い
と
き
な
ど
に
、「
辞
書
」
は
と

て
も
頼
り
に
な
る
存
在
で
す
。 

以
前
は
紙
の
辞
書
を
使
う
の
が
一
般
的
で
し

た
が
、
今
で
は
電
子
辞
書
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
辞
書
ア
プ
リ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の
辞
書

が
使
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
れ
も
得

意
・
不
得
意
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
知
っ
て
、
自
分
に
合
っ
た
使
い

方
や
、
状
況
に
応
じ
た
使
い
方
を
考
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。 

 

２
．
辞
書
の
違
い 

　

紙
の
辞
書
一
番
の
よ
さ
は
、「
偶
然
の
出
会
い
」

が
あ
る
こ
と
で
す
。
わ
か
ら
な
い
言
葉
を
調
べ

て
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
る
と
、
近
く
に
載
っ

て
い
る
別
の
言
葉
が
目
に
入
り
、「
こ
ん
な
言
葉

が
あ
る
！
」
と
新
し
い
発
見
が
で
き
ま
す
。
紙

の
辞
書
は
、
言
葉
の
世
界
を
ゆ
っ
く
り
と
歩
く

よ
う
に
調
べ
ら
れ
る
の
が
魅
力
で
す
。
ま
た
、

文
字
の
形
や
並
び
を
じ
っ
く
り
見
る
こ
と
で
、

漢
字
の
意
味
や
成
り
立
ち
が
頭
に
入
り
や
す
い

と
い
う
よ
さ
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
重
く
て

持
ち
運
び
が
大
変
だ
っ
た
り
、
調
べ
る
の
に
時

間
が
か
か
っ
た
り
す
る
点
が
少
し
不
便
だ
と
感

じ
る
人
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　

電
子
辞
書
は
、
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
素
早

く
言
葉
を
探
せ
る
の
が
特
徴
で
す
。
紙
の
辞
書

の
内
容
が
そ
の
ま
ま
入
っ
て
い
て
、
国
語
・
漢

字
・
英
語
・
古
語
な
ど
、
一
台
で
い
く
つ
も
の

辞
書
を
使
え
る
の
が
便
利
で
す
。
発
音
を
聞
い

た
り
、
例
文
を
調
べ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
便
利
す
ぎ
て
「
と
り
あ
え
ず
調

べ
て
終
わ
り
」
に
な
り
が
ち
で
、
言
葉
に
つ
い

て
深
く
考
え
る
時
間
が
あ
ま
り
取
れ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。 

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
辞
書
ア
プ
リ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
辞
書
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
使
え

る
手
軽
さ
が
魅
力
で
す
。
検
索
す
れ
ば
す
ぐ
に

結
果
が
出
て
、
画
像
や
使
い
方
の
例
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
情
報
の
中
に
は
、
信
頼
で
き
な
い
も
の
も

あ
る
た
め
、
正
確
な
辞
書
サ
イ
ト
を
選
ぶ
こ
と

が
と
て
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
は
便
利
す
ぎ
る
が
ゆ
え
に
、
調
べ
た
つ
い
で

に
つ
い
別
の
こ
と
、
他
の
ア
プ
リ
や
動
画
を
見

て
し
ま
う
こ
と
な
ど
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
経

験
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
、
集

中
し
て
勉
強
し
た
い
と
き
は
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

３
．
辞
書
の
使
い
方 

　

紙
の
辞
書
は
、
言
葉
の
意
味
を
じ
っ
く
り
調

べ
た
り
、
語
彙
を
増
や
し
た
り
す
る
と
き
に
最

適
で
す
。
電
子
辞
書
は
、
短
い
時
間
で
効
率
よ

く
多
く
の
情
報
を
調
べ
た
い
と
き
に
便
利
で
す
。

英
語
の
発
音
や
例
文
の
確
認
に
も
役
立
ち
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
辞
書
は
、
ス
マ
ホ
を
持
ち
歩
い
て
い

る
こ
と
が
多
い
の
で
、
外
出
先
な
ど
で
意
味
を

知
り
た
い
と
き
に
手
軽
に
使
え
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
理
解
し
て
、
場
面

や
目
的
に
合
わ
せ
て
上
手
に
使
い
分
け
る
こ
と

が
、
学
び
を
深
め
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。 

 

４
．
辞
書
を
使
っ
て
言
葉
の
世
界
を
広
げ
よ
う 

　

紙
の
辞
書
も
、
電
子
辞
書
も
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
辞
書
も
、
使
い
方
次
第
で
大
き
な
力
を

発
揮
し
ま
す
。「
調
べ
て
終
わ
り
」
に
す
る
の
で

は
な
く
、
調
べ
た
後
に
、
そ
の
言
葉
を
使
っ
て

文
を
作
っ
た
り
、
ノ
ー
ト
に
ま
と
め
た
り
し
て
、

言
葉
を
し
っ
か
り
頭
に
残
す
こ
と
が
大
事
で
す
。 

　

辞
書
は
、
私
た
ち
が
言
葉
を
通
し
て
考
え
、

表
現
し
、
学
ん
で
い
く
た
め
の
強
い
味
方
で
す
。

調
べ
る
た
び
に
新
し
い
言
葉
と
出
会
い
、
自
分

の
世
界
が
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
い
く
。
そ
の
積

み
重
ね
が
、
語
彙
力
や
表
現
力
を
高
め
、
学
ぶ

力
を
育
て
て
く
れ
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ど
の

辞
書
を
ど
う
使
う
か
が
大

切
な
の
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
辞
書
を

上
手
に
使
い
分
け
て
、
自

分
の
「
言
葉
の
地
図
」
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

                
 

学
習
の
３
段
階
理
論　

 
開倫塾の行事 

                
 

辞
書
の
活
用
方
法　
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　 勉強のやり方、学習方法はたくさんあります。「学習の３段階理論」をもとに、開倫塾で自分に合った勉強の仕方を身に
 着け、自覚をもって長時間学習ができるようになりましょう。私たちも一所懸命皆さんを応援します。「さあ、やりましょう！」
 高根沢校校長　 谷田貝友紀

 
塾 生 の ひ ろ ば 

◆勉強をするときは、暗記と思考に分けています。暗記はワーク
を２周して覚えていないところを繰り返し、思考はキーワークなどで

練習します。 
中２　 Ｙ・Ｒ 

 
◆塾の自習室で、苦手科目を中心に反復練習をしています。

家ではなかなか集中できないので、長時間勉強をするために塾
の自習室を活用しています。 

中２　 Ｔ・Ｒ 
 

◆ワークをやってわからないところがあるときは、教科書に戻って覚
えるようにしています。教科書を覚えるために、音読練習も繰り返

しています。 
中２　 Ａ・Ｒ 

 
◆繰り返す、反復練習をたくさんしています。教科書の音読、書

き取り、計算・問題練習などをすることで、「定着」することができ
ます。 

中２　 Ｋ・Ｓ 
 

◆社会や理科の授業でやったプリントを、自学ノートでもう一度
復習をするようにしています。漢字や英単語は何回も書き取り練

習をし、覚えるまで繰り返します。 
中２　 Ｍ・Ｋ 

 
◆まずは教科書を読んでからワークをやり、次に何も見ないでワ

ークをやります。そして、そこで間違えた問題の解き直しをして、定
期テストに臨むようにしています。 

中２　 Ｙ・Ｙ 

◆私は、定期テスト前に学校のワークを何度も繰り返し解きま

す。また、教科書の重要語句を繰り返し音読したり、書き取りし
たりしています。 

中３　 Ｎ・Ｙ 
 

◆私は、テスト前に学校のワークを最低２周しています。ある程
度定着させてから塾の応用問題をやることで、より深く定着させ

ることができます。 
中３　 Ｉ・Ｒ 

 
◆英語や社会、理科などの暗記が大切な科目は、特に音読

練習をしています。頭に入りやすく、そこまで時間もかからないの
で、寝る前には音読の練習が最適です。 

中３　 Ｎ・Ｋ 
 

◆必ずワークを２周以上取り組むようにしています。また、赤シー
トを活用しながら復習をするようにしています。基本から応用まで

効率的に覚えられます。 
中３　 Ｎ・Ｍ 

 
◆私は、勉強したことをその日のうちに復習し、必ず解き直しを

しています。また、寝る前には塾の学習のほかに、ノートやワーク
の見直しをしています。 

中３　 Ｓ・Ｍ 
 

◆私の勉強方法は、定期テストまでに必ず全教科のワークを２
周解くことです。また、ワークの答えになる教科書の語句や文章

にマーカーで線を引いて、音読をしています。 
中３　 Ｏ・Ｓ 

 
◆私は、間違えた問題を繰り返し解いています。間違えたところ

に印を付けて、できる問題とできない問題を一目でわかるように
すると、効率も上がります。 

中３　 Ｓ・Ａ 
 

◆私は、時間を決めて取り組むようにしています。最初は短い時
間でも、徐々に時間を長くしていき、その決めた時間は集中して

勉強をしています。 
中３　 Ｓ・Ｓ 



　CRT 栃木放送｢開倫塾の時間｣・ラジオ栃木放送(1530kHz、1062kHz、864kHz http://www.crt-radio.co.jp/)毎週土曜日午
前９時15分～25分。塾長林明夫が、塾生だけでなく社会人も含めて一生涯活用できる「効果の上がる勉強方法とは何
か」をテーマに、40年間語り続けている世界に１つしかないラジオ番組です。 

- 5 -

「開倫塾ニュース」2026年３月１日号 

編集者＝開倫塾教務部 

発行所＝開倫塾 

(栃木県足利市堀込町145　℡0284-72-5945) 
発行責任者＝林　明夫 

 
 
 
 
 
 
 

　

 

　
　

 

　
　

 

　
　

 

　
　

 

　
　

 

　
　

 

　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

　
　

 

　
　

 

　
　

  

                

３月日程表

１ 日

  中３入試直前講習(栃木) 
２ 月 小・中学部新学期スタート(群馬・茨城・東京) 

東京都立合格発表

３ 火 中３入試直前講習(栃木)

  中３入試直前講習(栃木) 
４ 水  

群馬県公立合格発表

  栃木県立入試 
５ 木  

小・中学部新学期スタート(栃木)

６ 金

  第３回数学(算数)検定 
７ 土  

栃木放送開倫塾の時間

８ 日 第３回英検２次

９ 月

10 火

11 水 栃木県立・茨城県立合格発表

12 木

13 金

14 土 栃木放送開倫塾の時間

  下野模試(中１①・中２②) 
15 日 群馬県統一テスト(中１③・中２③) 

北辰テスト(中１①・中２②)

16 月

17 火

18 水

19 木

20 金 春分の日

21 土 栃木放送開倫塾の時間

22 日 茨城統一テスト(新中１～新中３①)

23 月

24 火

25 水

26 木 ３学期授業終了(高１・２)(北関東・東京)

27 金 春期講習①                 ①

  春期講習② 
28 土                           ② 

栃木放送開倫塾の時間        

29 日

30 月 春期講習③                 ③

31 火 春期講習④                 ④

※１月31日現在の予定です。 

<

春
期

講
習
第
１>

(

東
京)

学力の向上を目指して… 

私の勉強方法　 No.207 
 

栃木県立大田原女子高等学校(大田原校) 1年  

Ｓ・Ａ 

 

１．勉強場所を変えて気分転換 

私は、その日の自分のコンディションによって勉強場
所を変えます。基本的には家での学習が多いですが、な
かなか集中できないときには図書館、わからない問題が
あるときには塾の自習室
へと足を運ぶようにして
います。その際に注意し
ていることは、環境ごと
の特性を生かすことです。
塾には私たちに勉強を教
えてくださる先生がいる
ので、わからない問題は
積極的に質問をします。
しかし、ずっと同じ場所
では息が詰まるので、気
分転換に勉強場所を変え
ます。 

 

２．スキマ時間をフル活用 

　私の友人に、勉強がよくできる子がいます。しかも、
彼女は運動もできて、部活動もやっています。漫画もア
ニメもゲームも私よりやっている印象があります。そん
な彼女がなぜ私より勉強ができるの
か不思議でした。そこで彼女を観察
すると、スキマ時間の使い方が上手
だということに気が付きました。例
えば、誰も見ていない少しの時間に
単語帳を開き一つでも覚えることで
す。その少しずつの努力が大切だと
いうことを心掛けると、無理をせず
に勉強を続けることができます。 

 

３．完璧主義になりすぎない 

　誰でも最初はできません。できる人とできない人の違
いは、わからない問題にぶつか
ったときに諦めるか、粘り強く
取り組むかです。問題集を解く
ときに自分が解いた問題の答え
が違っていたとしても、「わか
らない部分がわかって良かった」
と自分を奮い立たせて、前向き
に取り組むようにしています。 


